
第１０６０号 赤旗読者ニュース （１）

読者ニュース「きずな」に対するご意見や情報をしんぶん赤旗の配達・集金者にどしどしお寄せください。

２０１６年０２月１１日

ＮＯ １０６０

赤 旗 井 原 出 張 所

井原市井原町１０３ （℡ 62-6200）きずな

井原市政に対するご意見・ご要望をお寄せください

井原市議会２月定例会の開会予定日は２月２９日(月)です。皆様の井原市政に対するご意見・ご要望

をお近くの党員か下記の電話・FAXにお気軽にお寄せください。皆様のご意見・ご要望が１つでも多

く実現するよう、引き続き奮闘したいと考えています。

日本共産党市議事務所 TEL６２－６２００ FAX ６２－６２０９

森本ふみお宅 TEL６２－６０６１ FAX ６２－６０８１

まなびフェスタｉｎいばら

１月３０日・３１日の両日アクティブ

ライフ井原で「第３６回生涯学習の集い

まなびフェスタｉｎいばら」が開催され

多くの来場者がありました。

様々なイベントや体験学習コーナーも

あり、希望者はチャレンジしていました。

３１日の午後１時３０分から活動発表、

２時４５分から、平木靖成 岩波書店

辞典編集部 副部長の「言葉の正しい間

違え方 辞典から学ぶ日本語のすがた」

と題した講演があり、会場いっぱいの聴

衆が講師のユーモアを交えた話に聞き入

りました。

これらの様子をごく一部ですが写真で

紹介いたします。



第１０６０号 赤旗読者ニュース （２）

生活に役立ち勇気と確信のわくしんぶん[赤旗]をお読みください(月額日刊紙３,４９７円日曜版８２３円）

この「きずな」は森本ふみお議員のブログ（http://m.okajcp.com）でも見れます

甘利氏の金銭授受

口利き疑惑あいまいにできぬ

甘利明経済再生担当相が千葉県内の建設会社から大臣室や地元事務所で総額１００万円の

現金を受け取っていた問題などで、甘利氏は先週閣僚を辞任、今後の国会などでの追及が焦
点になっています。甘利氏は自身と秘書の金銭授受の一部を認めただけで、都市再生機構
（ＵＲ）とのトラブル解決の口利きについては認めていません。甘利氏の閣僚としての任免

権者である安倍晋三首相は甘利氏が説明責任を果たしているようにいいますが、閣僚の辞任
だけでとても落着とはいえません。甘利氏自身の国会招致・喚問を含め、疑惑の徹底解明が
不可欠です。

圧倒的多数が説明不足と

甘利氏の「説明は不十分だ」６７％（「毎日」１日付）、甘利氏は今後も説明責任を「果
たすべきだ」７１％（「読売」同）―週明けの新聞各紙が報じた世論調査の結果です。圧倒
的多数の国民が甘利氏の説明だけでは満足しておらず、徹底した真相究明を求めています。

『週刊文春』が最初に報じ、国会でも追及されてきた甘利氏にかかわる疑惑は、建設会社
（Ｓ興業）がＵＲとの道路建設などのトラブルを解決するため甘利氏の事務所に頼り、ＵＲ
が２億円を超す賠償を支払うことで解決した後、秘書に５００万円の現金などを渡し、甘利

氏本人にも大臣室で菓子箱といっしょに５０万円渡したというものです。その後も廃棄物処
理をめぐる別のトラブルが発生したため、建設会社は再び甘利事務所を頼り、秘書に現金を
渡したり接待したりするとともに、甘利氏自身にも地元事務所でトラブルを説明し公設秘書

に伝えてもらうなどして、５０万円渡したというものです。秘書はＵＲの担当者とたびたび
面談、監督官庁の国土交通省局長にも働きかけたといわれます。

あっせん利得処罰法は、国会議員や秘書が、国や国が出資する団体の職員に、請託を受け
て影響力を行使し、職務上の行為をするよう働きかけた報酬として財産上の利益を得たとき
は「３年以下」（議員）あるいは「２年以下」（秘書）の懲役に処すると定めています。甘

利氏の疑惑は閣僚としてだけでなく、国会議員の資格にかかわる重大なものです。

甘利氏は、合計１００万円の現金授受は認め政治資金として処理したことや、秘書に渡さ

れた５００万円のうち２００万円は政治資金として処理したが、残り３００万円は秘書が費
消したとのべました。しかし、認めたのはごく一部で、肝心のあっせんの事実は認めておら
ず、「調査中」などとあいまいにしたままです。廃棄物処理をめぐるトラブルの資料を自ら

公設秘書に届けさせた目的も不明です。甘利氏自身や秘書、建設会社の関係者などを国会に
呼んで、全容解明が不可欠です。

疑惑解明に無責任な首相

重大なのは、甘利氏を重要閣僚に起用した安倍首相が、甘利氏の「説明責任」を口にする

だけで自ら疑惑解明に動かず、甘利氏が閣僚を辞任した後も、解明に極めて消極的であるこ
とです。これではまさに、甘利氏とグルになって、重大なあっせん利得の疑惑を闇から闇に
葬り去ろうとするのかといわれることになります。

疑惑解明は政治の信頼回復の最優先課題です。安倍首相は甘利氏の疑惑に口を拭うのでは
なく、解明に積極姿勢を示すべきです。 （２月２日付しんぶん赤旗「主張」より）


